
東大阪東ロータリークラブ
会 長：斉藤 勝俊
幹 事：浅浦 哲夫
会報資料担当：田中 邦夫

HP：http://www.higashiosaka-eastrc.jp

創 立：昭和40（1965）年3月4日 例会場：ホテルセイリュウ 例会：毎週木曜日 12:30～
事務局：〒579-8012 東大阪市上石切町1-11-12 ホテルセイリュウ302号室

TEL072-985-0189 FAX072-985-0577 E-mail:higashiohrc@air.ocn.ne.jp

今日の例会
2020年7月2日

例会日：2020年7月2日
(令和2年7月2日）

■ 就任挨拶 会長 斉藤 勝俊

幹事 浅浦 哲夫

副会長 藤本 良男

職業奉仕委員長 石田 肇

■ 今日の歌 「君が代」 「四つのテスト」

ピアノ 岩島 佳子 先生

■ 例会後 7月度定例理事会

斉藤会長

にして（A列を選択して右クリック～挿入）コピーしてください。
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国際ロータリー会長
ホルガー・クナーク

会長 斉藤 勝俊

「会員基盤、そして、
つながりを維持・強化
しよう」

今日の例会

■ 7月9日（木）

理事挨拶

会長エレクト 河村 幸司

ＳＡＡ 岡田 耕治

社会奉仕委員長 前田 興二

国際奉仕委員長 迫谷 聡太

来週の例会

会員基盤、そして、つながりを維持・強化しよう

今日の例会

限りなき道ロータリー

われらがロータリー R-O-T-A-R-Y

日も風も星も それでこそロータリー

奉仕の理想 我らの生業

ど こ で会って も やあ と言お うよ

見つけた時にゃ おいと呼ぼ うよ

遠い時には 手を振 り合お うよ

それでこそ ローロー ロー タ リー

R-O-T-A-R-Y
That spells Rotary;
R-O-T-A-R-Y is known on land and sea;
From North to South,from East to West;
One profits most who serves the best;
R-O-T-A-R-Y
That spells Rotary.

ロータリーソング

奉仕の理想に集いし友よ
御国に捧げん我等の業
望むは世界の久遠の平和
めぐる歯車いや輝きて
永久に栄えよ
我等のロー タ リー ロー タ リー

さわやかな朝だ われらはロータリアン

いつもほほえみ いつも元気で

さあ 出掛けよう

日も風も星も ラララ光るよ

「 聞 こ えるかい 熱い心の高鳴りが 」
夢 を世代に受け継いで

今日も明日もその先も
胸いっぱいに友情深め

肩組んで 謳お う
われらがロー タ リー

町に灯 （ と も し び ）を

出会いの挨拶してご らん
並木さ ら さ ら葉から葉へ

人にやさ しい町の風
ロー タ リー ロー タ リー

廻って 守れ 風車になって
地球がきれいな息をする

我等の生業 さま ざまなれど
集いて図る 心は一つ
求むる と こ ろは 平和親睦
力むる と こ ろは 向上奉仕
おゝ ロー タ リア ン 我等の集い

奉仕の理想 胸に秘め

友情花と咲かせつつ

生きよ う今日も ニ コニ コ と

一筋の道 ロー タ リー

限 りなき道 ロー タ リー

4つのテスト
第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値ある

ものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自

の職業を高潔なものにすること

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会

生活において、日々、奉仕の理念を実践すること；

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じ

て、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的
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会長就任挨拶

“会員基盤、そして、つながりを維持・強化しよう”

ホルガー・クナークＲＩ会長は、本年度のテーマを「ロータリーは機会の扉を開く」とされました。ロータリーは、

より豊かで意義のある人生への機会の扉を開いてくれると述べておられます。

また、簡仁一ガバナーは、本年度地区スローガンとして、「ロータリーの基本に戻って、新しい未来へ」の意

味を込めて、“ＢＡＣＫ，Ｔｏ ｔｈｅ ＦＵＴＵＲＥ～基本に戻って、未来へ～”とされました。

これを受けて、私は本年度の当クラブのスローガンを上記のようにさせていただきました。その“こころ”は、

クラブ活動年次計画の会長方針でもお示ししたところでありますが、ウイルス感染症の終息が見通せない現

況下、おそらく当クラブの活動も引き続き影響、制約を受けることになるかも知れませんが、こういう場合であ

るからこそ、現会員を維持し、新会員を募って組織を強くし、成長していくことが求められています。

そして、クラブとしての奉仕活動が種々制約を受けるとしても、これを奇貨として、今年度は、ロータリ-の原

点に立ち返り、ロータリーの基本及びこれまでの当クラブの奉仕活動のあり方について勉強し直す絶好の機

会であると捉えたいのです。すなわち、今年度がロータリーの停滞年度では決してなく、さらなる飛躍のため

の「力をためる」年度となることを願っています。

皆様、心を一つにしてこの困難な状況を乗り越えていきましょう。



≪これからの予定≫

【1】 本日例会後、7月度定例理事会、午後6時

半より新旧会長・幹事歓送迎会

於：オ・セイリュウ

【2】 7/23（木）祝日・休会

＜連絡事項＞

【1】 大橋直前会長、戸田直前幹事よりクラブの

記念品として、ノートパソコン一式をいただ

きました。有難うございました。

【2】 本日午後6時30分より、オ・セイリュウに於き

まして新旧合同会長・幹事歓送迎会を開催

致します。

ご参加の皆様よろしくお願い致します。

【3】 名刺作成についてのアンケートが未提出の

方は事務局までお返事よろしくお願い致します。

委員会報告

この度、今年度のクラブ幹事を仰せつかりました浅

浦です。

身に余る光栄ではございますが、私自身の経験不

足は隠しようがございませんので、

皆様のお力とご協力をよろしくお願いします。

さて、ロータリー運営がスムースに行くも行かぬも

幹事の調整次第かと思います。

つきましては、より良い会議のためのコミュニケー

ション作りが欠かせないと考えております。その為

の手法として、「傾聴・論理的思考・わかりやすく伝

える方法」を常に念頭においてローターリーの運

営・会議を混乱なく進めたいと思います。

若輩者ではございますが、伏して皆様の温かいご

指導とご支援をお願い致します。

俳句同好会輪の会便り 戸田 尊文

6月の句会は天野さんの専宗寺にて行われまし

た。天野さんには御迷惑をおかけしますが、3密

を避けるため場所をお借りしています。

今回もワイワイガヤガヤお酒を酌み交わして言い

たい放題の楽しい4時間でした。前回から衛星ク

ラブの木原さんにも参加して頂いています。絵画

が趣味の木原さんはやはり芸術的センスをお持

ちで、私のひねくれた句もちゃんと理解して頂き、

選句して下さいました。来月からの木原さんの俳

句が楽しみです。

ところで俳句の面白さのひとつは作り手と読み手

で感じ方が違うところだと思います。特にボヤッと

した俳句は人によって膨らます想像が全然違って

きます。今回も人によって全く違う読み方の句が

あり、そういう読み方があるものかと感心し面白

かったです。まだ俳句を始めたばかりで、品格の

ある風流な句はなかなかできず、川柳のような滑

稽な句が多いのですが、しばらくは句会の異端児

として賑やかしにはいいかなと思ったりもしていま

す。

幹事就任挨拶 浅浦幹事

ホルガー・クナークＲＩ会長 プロフィール

ドイツ生まれ。1992年にロータリ

ー入会。財務長、理事、モデレー

ター、各種委員会の委員長、規

定審議会代表議員、ゾーンコ

ーディネーター、研修リーダー地

区ガバナー、2019年ハンブルグ

国際大会ホスト組織委員会の共

同委員長を歴任。現在は恒久基金／大口寄付アド

バイザーを務める。

不動産業を営む「Knaack KG」のCEO。125年続く

家族事業の｛Knaack Enterprises」の元パートナー

兼ゼネラルマネージャー。

浅浦幹事幹事報告

2020年6月 ＥＲ輪の会俳句 自薦句

靖明 朝目覚め手探り戻す夏布団

正信 夏布団母想ひだし腹に掛け

安徳 離れても手と手繋ぎぬ夏布団

春正 青とかげ傾げて見つむ虚空かな

洋子 話し込みぬるき麦酒の紙コップ

太 風呂上り濡れ手で掴む缶ビール

精一 我が家には蛇皮吊す鬼門の木

邦夫 紫陽花に程よき雨の降りにけり

侑才 しばらくはあぢさゐの道下りけり

尊春 頑固者ウンと言わない扇風機
出席報告 6月25日

先週（6/25）の出席者数：35名（3）
（内1名ZOOM参加）

6/25出席率：66.04%

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：60名（免除10名）

6/4 6/11 6/18

HC出席 休会 休会 37(3)名

MU出席 4(0)名

修正出席率 77.36％

ホルガー・クナーク氏は2020-21年度のテーマを
「Rotary Opens Opportunities」～ロータリーは機会
の扉を開く～と発表。 このテーマには、ロータリー
がクラブに入会するというだけではなく、無限の機
会への招待である、という思いが込められてる。
例えばポリオ根絶のように大規模で歴史的なプロ
ジェクトから、地域社会でのささやかなプロジェクト
や1本の植樹まで、奉仕する機会への扉を開いてく
れる、ということだ。
私たちの中核的価値を基に、世界中の友人たち
とともに、より豊かで意義ある人生への機会の扉を
開いてくれる、また私たちのあらゆる活動が、どこ
かで、誰かのために機会の扉を開いている、とも協
調されている。

国際ロータリー第2660地区ガバナーの紹介

氏 名 簡 仁一 （茨木ＲＣ）

職 業 平和商事株式会社

代表取締役社長

生年月日 昭和27年4月12日

2020-21年度地区年次目標

１．会員基盤の強化

２．ポリオの根絶

３．青少年の活動を支援

４．ロータリー財団活動の推進

５．米山記念奨学会活動の推進

６．ＩＴ化の推進と公共イメージの向上

なお、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み

て、ロータリー財団、米山記念奨学会の寄付目標

については、いずれも数値目標を掲げないことにし

ました。

また、2020-21年度 地区スローガンは、こうした時

代だからこそ、ロータリーの基本を再認識し、ロータ

リアンとしての誇りと自信を持って、ともにロータ

リーの未来をつくっていこう、との思いを込めて

BACK, To the FUTURE
～基本に戻って,未来へ～

とさせていただきます。


